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１．教育研究上の基本組織に関すること 

（学校教育法施行規則 第 172条の 2第 1項第 2号関係） 
 

学部 学科 備考 

工学部 機械工学科  

電気電子工学科  

情報工学科 令和 5年度募集停止 

コンピュータ応用学科 令和 5年度募集停止 

総合デザイン学科  

人間環境学科  

情報学部 情報学科 令和 5年度設置 

総合文化教育センター  

 

大学院 専攻 備考 

工学研究科 機械工学専攻  

電気情報工学専攻  
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２．教育研究上の目的に関すること 

（学校教育法施行規則 第 172条の 2第 1項第 1号関係） 

 

２－１．大学の教育研究上の目的 

湘南工科大学 

湘南工科大学は、教育基本法に基づき、工学に関する学術の教授及び研究を通じて、学

問研究の推進と社会の規範となる人格形成を行うとともに、さらに、青年らしい夢と理想を

科学の場の中に実現することを目標とする。 

 

２－２．学部（学科）の教育研究上の目的 

工学部 

 １．専門分野の知識と技術に社会人基礎力を兼ね備え、他者と協働しながら社会の

様々な課題の解決に主体的に取り組むことができる、「社会に貢献する技術者」を養

成する。 

２．本学の理念の下、実践的、創造的な能力を備えた人間性豊かな技術者を育成する

ことを目的とし、併せて我が国、産業界及び地域社会の発展に寄与することを使命と

する。 

 機械工学科 

１．「モノづくり教育」の課程を通して、機械工学およびその周辺を含む様々な分野で活

躍できる実践的、創造的能力を備えた人間性豊かな技術者を養成する。 

２．生産・管理技術、エネルギー利用技術・環境技術、知能機械・機器設計関連技術を

修得し活用できる能力を育成する。 

電気電子工学科 

１．著しい発展を示す電気エネルギーと通信分野への対応の技術、および情報化社会

とともに進化するエレクトロニクス技術に対応できる、高い専門能力を有する技術者

を養成する。 

２．情報通信、エレクトロニクス、電気エネルギー関連技術を修得し活用できる能力を

育成する。 

情報工学科 

１．社会インフラに代表される高度情報化社会の根幹をなすコンピュータ技術と、それ

を応用した情報システムの専門技術者を養成する。 

２．ソフトウェア、ハードウェア、コンピュータシステム、ネットワーク、マルチメディア関連

技術を修得し活用できる能力を育成する。 
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 コンピュータ応用学科 

１．社会で職種を問わず必要とされているコンピュータを使いこなす能力、社会で広く活

躍するための深い教養およびコミュニケーション能力を兼ね備えた人材を養成する。 

２．Web サーバ関連技術、CG 関連技術、デジタルメディア処理技術、メディア活用技

術、英語でのビジネスコミュニケーション等の技術を修得し活用できる能力を育成す

る。 

 総合デザイン学科 

１.複合分野にまたがる科学技術の知識を軸に、柔軟な発想や表現と高度な技術に裏

打ちされたデザイン思考を通じて、総合的に課題を解決できる人材を養成する。 

２.企画・デザイン・設計の理論や方法論とコンピュータを活用した設計・解析・モノづくり

技術およびプログラミング関連技術を修得し、それらを応用できる能力を育成する。 

人間環境学科 

１．環境に優しい社会の実現をめざし、広範なる知識の集約によって各種先進素材の

機能・特性を活かした、健康で快適な人間環境を創生し得る技術者を養成する。  

２．人間にとって安全で心地よい生活環境を実現するために、医療、スポーツ、環境保

全に焦点を当てた「モノづくり」を達成するための幅広い学識と技術を習得する。 

 

情報学部 情報学科 

 １．情報学に関する専門知識・技術力とチームワーク・コミュニケーション力などの社会

人基礎力を兼ね備え、社会課題の解決の為、また、豊かな社会の実現の為に、身に

つけた専門技術と協働力を基に、自ら実行できる能力もつ人材を養成する。 

２．本学の理念の下、プログラミングをベースとし、データサイエンス・AIに関する技術・

知識およびそれらを自在に使いこなす実践力を持ち、社会のニーズに対応した新し

い価値を生み出す視野を兼ね備えた ICT技術者を育成する。また、情報学における

数理・データサイエンス分野、コンピュータサイエンス分野、インフォメーションサイエ

ンス分野の各分野及びその融合分野を実践的に学ぶことにより、ICT技術を幅広く

修得し、横断的に活用することができる人材を育成する。併せて我が国、産業界及

び地域社会の発展に寄与することを使命とする。 
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２－３．大学院工学研究科（専攻）の教育研究上の目的 

大学院工学研究科 

 機械工学専攻 

１．前期課程：社会に役立つ機械並びにそのシステムを開発・設計するための実践

的能力を備えた専門技術者・研究者の養成 

２．後期課程：機械技術関連分野において的確な目標設定が行え、さらに新規技術

の開発目標を達成できる能力を備えた高度専門的職業人の養成 

電気情報工学専攻 

１．前期課程：電気情報工学におけるソフトからハードまでの広い技術範囲をカバー

する実践的能力を備えた専門技術者・研究者の育成 

２．後期課程：電気情報分野において的確な目標設定が行え、さらに新技術の開発

目標を達成できる能力を備えた高度専門的職業人の育成 
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３．専任教員数 

（学校教育法施行規則 第 172条の 2第 1項第 3号関係） 

（令和 5 年 5 月 1 日現在） 

職階別教員数 

所属等 
教員数 

教授 准教授 講師 助教 計 

工学部 

機械工学科 10 3 0 0 13 

電気電子工学科 6 2 1 0 9 

総合デザイン学科 4 0 3 1 8 

人間環境学科 5 2 1 0 8 

情報学部 情報学科 16 6 5 3 30 

総合文化教育センター 3 6 0 0 9 

 

 年齢別教員数 

学部 年齢 男 女 計 

工学部 

～２９才 0 2 2 

３０才～３９才 10 1 11 

４０才～４９才 20 4 24 

５０才～５９才 22 3 25 

６０才～６９才 15 0 15 

７０才以上 0 0 0 

 

専任教員一人当りの学生数 

学部学生総数 2,218人 / 学部教員総数 77人 ＝ 28.8人 

 

非常勤講師教員数（学部専任教員数と非常勤教員数の比率） 

83人（51.9%） 
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４．校地・校舎等の施設その他の学生の教育研究環境 

（学校教育法施行規則 第 172条の 2第 1項第 7号関係） 
 

４－１．キャンパスの概要 

 

① 1号館（情報学科棟）   ② 2号館（モノづくり棟） 

③ 3号館（実験実習棟）   ④ 4号館（講義棟） 

⑤ 5号館（電気電子工学科棟）  ⑥ 6号館（機械工学科棟） 

⑦ 7号館（特殊実験棟）   ⑧ 8号館（共同利用棟） 

⑨ 9号館（人間環境学科棟）  ⑩ 本館 

⑪ 糸山英太郎記念教育研究総合センター ⑫ 体育会館 

⑬ 学生会館    ⑭ 附属図書館 

⑮ 大講義室    ⑯ 大学会館 

⑰ フットサルコート 

 

４－２．運動施設の概要 

運動施設 概要 

佐々木記念体育会館 体育の授業が行われるだけでなく、2 階には体力づくりに利用

できるフィットネス設備が用意されています。 

テニスコート テニスコート 4面があり、授業および部活で利用します。 

授業のない時間帯は、学生課でラケットとボールを借りて使用

することができます。 

フットサルコート 人工芝のフットサルコート 2 面があり、体育の授業だけでなく、

レクリエーションの場として、いつも学生の活気にあふれていま

す。 
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４－３．所在地・主な交通手段 

所在地 

湘南工科大学 

〒251-8511 神奈川県藤沢市辻堂西海岸 1-1-25 

アクセスマップ 

 

 

■最寄り駅 JR辻堂駅からのアクセス 
徒歩：15分 
JR東海道線「辻堂駅」東改札南口から徒歩 15分 

 
バス：5分 
「浜見山（湘南工科大学前）」で下車 
南口 1番のりば 「辻堂駅（循環）」「茅ヶ崎駅南口」行 
南口 2番のりば 「鵠沼車庫前」「藤沢駅」行 
※南口 2番のりばのバスは「浜見山降車場」を利用できるバスもあります。 
（乗車の際、乗務員にご確認ください） 

 
■JR東海道線・小田急江ノ島線・江ノ島電鉄線「藤沢駅」北口からのアクセス 
バス：11分 
「浜見山（湘南工科大学前）」で下車 
北口 2番のりば  「辻堂駅」、「辻堂駅南口」、「辻堂団地」行 
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５．授業料、入学料その他の大学が徴収する費用 

（学校教育法施行規則 第 172条の 2第 1項第 8号関係） 

 

授業料、入学金、その他の費用 

2023 年度入学者（単位：円） 

  

項目 

分納の場合 

年額 備考 前期分 

（入学手続時） 

後期分 

（9月） 

学 

費 

入学金 200,000 ------ 200,000 入学時のみ 

授業料 540,000 540,000 1,080,000 ------ 

施設拡充費 125,000 125,000 250,000 ------ 

小 計 865,000 665,000 1,530,000  

そ
の
他
費
用 

学生教育研究 

災害傷害保険料 
4,660 ------ 4,660 

入学時のみ 

委託徴収 

学生自治会費 15,000 ------ 15,000 代理徴収 

後援会費 10,000 ------ 10,000 代理徴収 

合 計 894,660 665,000 1,559,660 
 

①  入学金は、初年度だけ徴収します。  

②  学費は、前期・後期の２回に分割して納入となります。ただし、その他の費用については、

入学手続時に学費とあわせて納入していただきます。 

③  学生教育研究災害傷害保険は、学生の教育研究上（課外活動を含む）の災害事故につ

いての補償制度で、入学時から 4年間適用されます（保険料の改定により、金額変更とな

る場合があります。詳細は入学手続時にお知らせします）。 

④  学生自治会費は、初年度 15,000円（入会金 10,000円、年会費 5,000円）となります。 

⑤  後援会費（年会費 10,000円）は主に各種資格取得や模擬試験の補助、SIT修学懇談会

の開催、就職活動の支援に使われます。 
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６．国際交流・社会貢献等の概要 

 

社会貢献活動 

学外の NPOや市民団体、施設などで、社会貢献活動を行う授業科目です。外部の団

体の、さまざまな世代の人たちと交流協力をしながら実習を行う中で、多くの人と協力して

目的を達成していく力を磨きます。社会貢献活動で得られる学びはそれだけではありませ

ん。これからの技術者、それ以上に人間としてどう社会と向きあうかについて貴重な体験

ができる機会です。教室の授業では得られない驚きや喜び、発見や学びがたくさんありま

す。そして、一緒に体験を共にする仲間ができます。そのような経験を通して、自分の将

来を具体的に考えるきっかけになり、自分の学ぶべき目標が見えてくると思います。通年

授業として土曜日・日曜日や長期休暇などを活用しながら半年から 1年ほどかけて活動を

行います。CAP外で 2単位取得となります。 

 

【大学ホームページ URL】 

https://www.shonan-it.ac.jp/faculties/general/society-education/social-contributio

n/  

 

大学間連携 

【放送大学単位互換制度】 

単位互換協定により、本学の学生は「放送大学」の授業を履修できます。 

もっと幅広い教養科目を受講したい在学生のみなさんにおすすめです。放送大学で単位

互換科目を修得した場合、本学で修得したものとして単位認定され、ビデオやテレビでの

学習が可能です。 

 

【大学ホームページ URL】 

https://www.shonan-it.ac.jp/campuslife/syllabus/credits/  

 

  

https://www.shonan-it.ac.jp/faculties/general/society-education/social-contribution/
https://www.shonan-it.ac.jp/faculties/general/society-education/social-contribution/
https://www.shonan-it.ac.jp/campuslife/syllabus/credits/
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産官学連携 

【湘南工科大学産学交流推進協議会】 

この協議会は、企業と大学とが研究交流、情報交換、交流及び提携等を通じて、会員相

互の理解を深めることを目的とします。 

教育・研究フォーラム、情報交換会の開催、インターンシップの推進を行います。 

 

【大学ホームページ URL】 

 https://www.shonan-it.ac.jp/public/conference/ 
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７．校舎等の耐震化率 

 

耐震化率について 

学校法人湘南工科大学 耐震化率について 

日本私立学校振興・共済事業団の「私立学校校舎等実態調査」に基づき算出しておりま

す。 

 

①１９８１年６月１日以降の建物              １９，１８９㎡  

②１９８１年５月３１日以前の建物で耐震補強済の建物  ２８，１５２㎡  

 

①＋②合計  ４７，３４１㎡（A） 

調査対象建物 ４７，３４１㎡（B） 

耐震化率：（A） ４７，３４１㎡ ÷（B）４７，３４１㎡ = １００％ 

                               平成 31年 4月 1日現在 

 

【大学ホームページ URL】 

https://www.shonan-it.ac.jp/outline/disclosure/jisedai/  

 

 

 

８．寄付行為、役員名簿 

 

寄付行為 

【大学ホームページ URL】 

https://www.shonan-it.ac.jp/outline/disclosure/jisedai/ 

 

役員名簿 

【大学ホームページ URL】 

https://www.shonan-it.ac.jp/outline/disclosure/jisedai/  
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